
大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

学校番号 T0301 

令和５年度 国語科 

教科 国語 科目 国語表現 単位数 ２単位 年次 ４年次 

使用教科書 国語表現 改訂版 （大修館書店） 

副教材等   

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・国語表現では、書く力や話す力を身につけるための学習を行います。 

・前期には、書くことを中心に、整った文の書き方や、履歴書での自己 PR 方法などを学びます。ま

た敬語についても学習します。 

・後期には、話すことを中心に、議論を重ねて結論を出す練習や、人前で話す練習を行います。 

・国語表現では、持っている国語力を実生活の中で活かしていく方法を学びます。そのため、授業の

中に実践を多く取り入れます。そうした授業の中で取り組む実践課題も考査と同様、評価において

重要なものとなります。 

 

２ 学習の到達目標 

・ 目的や場に応じて国語で適切かつ効果的に表現することができる。 

・ 進んで表現しようとすることによって、自ら社会生活の充実を図ることができる。 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a.関心・意欲・態度 b.話す・聞く能力  c.書く能力 d.読む能力 e.知識・理解 

観点 

の 

趣旨 

国語で伝え合

う力を進んで高

めるとともに、

言語文化に対す

る関心を深め、

国語を尊重して

その向上をはか

ろうとする。 

 目的や場に応

じて効果的に話

し的確に聞き取

ったり、話し合

ったりして、自

分の考えをまと

め、深めている。 

 相手や目的、

意図に応じた適

切な表現による

文章を書き、自

分の考えをまと

め、深めている。 

  伝統的な言語

文化および言葉

の 特 徴 や 決 ま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身につけ

ている。 

評価 

方法 

・行動の観察 

・記述の確認（提

出物等） 

 

 

・行動の観察（発

表のパフォーマ

ンス等） 

・授業内課題等 

・定期考査 

 ・行動の観察 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学
期 

内
容 

単元 

（題材） 
学習内容 

主な評価の 

観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d e   

前 

期 

書
い
て
伝
え
る 

・整った

文を書く 

・わかり

やすい文

を書く 

・文のつ

なぎ方 

 

・仮名遣い等

の表記 

・係り受け 

・文末表現 

・接続詞 

     等 

○  ◎  ○ 

ａ：積極的に自身の言葉で表現

しようとしている。 

 

ｃ：整った文を書くことができ

る。 

 

ｅ：悪文と良文の違いがわかる 

ａ：行動の

観察と確認 

 

ｃ：授業内

課題及び定

期考査 

ｅ：定期考

査 

自
己
Ｐ
Ｒ
と
面
接 

・自分を

見つめて 

・効果的

な自己Ｐ

Ｒ 

・志望動

機をまと

めよう 

・マップ法 

・履歴書等の

志望動機の書

き方 

     等 

○  ◎  ○ 

ａ：自身をしっかりと見つめる

ことができる。またそれを元

に、考えたことを積極的に自身

の言葉で表現しようとしてい

る。 

 

ｃ：効果的な言葉を用いて自己

ＰＲを行うことができる。 

 

ｅ：マップ法等の技術を用いて

アイデアを集めることができ

る。 

ａ：行動の

観察と確認 

 

ｃ：授業内

の課題 

 

ｅ：行動の

観察と確認 

 

 

敬
語
の
ま
と
め 

・敬語 ・尊敬語 

・謙譲語 

・丁寧語 

○    ◎ 

ａ：尊敬語を身につけようとし

ている。 

 

ｅ：場面に応じて適切な敬語を

使うことができる。 

 

 

ａ：行動の

観察と確認 

 

ｅ：定期考

査 
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後 

期 

会
話

・
議
論

・
発
表 

・議論し

て結論を

出す 

・ディベ

ートを楽

しむ 

・ショートス

ピーチ 

・グループ内

で議論し根拠

を明確にした

上で結論を出

す 

・資料から情

報 を 読 み 取

り、グループ

内で情報を共

有する 

・ディベート 

・模擬裁判 

     等 

○ ◎   ○ 

ａ：自ら積極的に議論に参加す

ることができる 

 

ｂ：自身の意見を明確な根拠を

持って述べることができる。ま

た、他人の意見を的確に聞き取

ることができる。 

 

ｅ：ディベートのルールや裁判

員制度などを理解している。 

ａ：行動の

観察と確認 

 

ｂ：行動の

観察と確認 

 

ｅ：定期考

査 

魅
力
的
な
ポ
ス
タ
ー
を
作
ろ
う 

・魅力的

なポスタ

ーを作ろ

う 

・コピー 

・５Ｗ１Ｈ 

     等 

○  ◎  ○ 

ａ：積極的に創作活動に取り組

むことができる。 

 

ｃ：必要な情報を適切に組み込

みながら、ポスターを創作する

ことができる。 

 

ｅ：５W１H 等、記事を書く上

で重要なことを理解している。 

ａ：行動の

観察と確認 

 

ｃ：授業内

課題 

 

ｅ：定期考

査、授業内

課題 

※ 表中の観点について a.関心・意欲・態度 b.話す・聞く能力 c.書く能力 

d.読む能力   e.知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について、優先度の高いも

のから、◎、○、空欄として示している。 

 


